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第１章  調査の概要 

１．調査の目的 

市民意識調査（以下、「調査」といいます。）は、日田市自治基本条例（以下、「条例」といい

ます。）の目的である、「市民が主役のまちづくり」の実現に向け、条例第１３条第４項の規定

により、市民参画の機会を設けるために実施しました。この調査は、第６次日田市総合計画

「第２期基本計画」の総括及び行政評価の基礎資料に活用することを目的とするものです。 

 

 

２．調査方法及び回収状況 

調 査 期 間 令和６年９月４日（水）～９月２４日（火） 

調 査 対 象 者 日田市内に居住する１５歳以上（４月１日時点：中学生を除く）の男女 

標 本 抽 出 法 住民基本台帳から無作為抽出※ 

調 査 方 法 郵便による調査票の配布と郵送・Ｗｅｂ併用による回収 

配 布 数 ３,０００人 

回 収 数 １,１３５人（郵送 ９４９人／Ｗｅｂ １８６人） 

回 答 率 ３７.８％ 

 
※無作為抽出の手順 

①小学校区を基本に市内 20地区に分け、それぞれの地区の人口に応じて抽出数を割り当て。 

②割り当てられた抽出数を各地区でさらに、男女別に 20歳未満（15歳以上）、20歳代、30歳代、 

40歳代、50歳代、60歳代、70歳以上の区分で均等に割り振り。 

③住民基本台帳から、上記②の区分ごとで対象者を無作為に抽出。 
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３．調査結果利用上の注意 

●図表・グラフ中の「ｎ＝」とは、回答者数を示しています。 

●回答結果の割合「％」は小数点以下第２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答

（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合

があります。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問は、選択肢の回答ごとに

割合を算出しているため、割合の合計は 100.0％ではありません。 

●図表中で「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難なもの

です。 

●図表中の数値などについては、一部省略している場合があります。 

●前回調査から設問及び選択肢の表現（設問の趣旨は同様）を見直している箇所があります。 
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第２章 調査結果 

１）調査対象者について 

あなたの性別を教えてください。（○は１つだけ） 

 

性別については、「男性」が 46.2％、「女性」が 52.0％となっています。 

年代別にみると、「60歳代」以下の年代において「女性」の回答の割合が高くなっています。 

 

 
 

 

男性

46.2%

女性

52.0%

回答したくない

1.5%

無回答

0.4%

全体（n=1,135）

 全体（n=1,135）    

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

43.4

42.1

40.8

46.1

44.2

48.4

51.5

53.8

54.7

56.8

52.7

52.1

51.2

48.0

2.8

3.2

2.4

1.2

3.0

0.4

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

46.2 52.0 1.5 0.4

年
代
別

男性 女性 回答したくない 無回答凡例
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あなたの年齢はどの区分ですか。（○は１つだけ） 

 

年齢区分については、「60歳代」が 21.9％と最も高く、次いで「70歳以上」が 20.2％、「40歳

代」「50歳代」が 14.5％の順となっています。 

 

 
 

 

  

20歳未満

9.3%

20歳代

8.4%

30歳代

11.0%

40歳代

14.5%

50歳代

14.5%

60歳代

21.9%

70歳以上

20.2%

無回答

0.2%

全体（n=1,135）

 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 回答したくない
（n=17）

8.8

9.7

17.6

7.6

8.8

17.6

9.7

12.0

17.6

14.5

14.7

11.8

13.9

14.6

29.4

22.9

21.5

5.9

22.5

18.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

9.3 8.4 11.0 14.5 14.5 21.9 20.2 0.2

性
別

20歳未満 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上 無回答凡例
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日田市での居住年数はどのくらいですか。（○は１つだけ） 

 

日田市での居住年数については、「20年以上」が 72.8％と最も高く、次いで「10年以上 20年

未満」が 16.8％、「５年以上 10年未満」が 3.8％の順となっています。 

 

 
 

 

１年未満

1.6%

１年以上３年未満

2.6%

３年以上５年未満

2.0%

５年以上10年未満

3.8%

10年以上

20年未満

16.8%

20年以上

72.8%

無回答

0.4%

全体（n=1,135）

 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

 回答したくない
（n=17）

1.1

2.0

3.1

2.2

5.9

0.6

3.2

5.9

3.8

3.9

15.1

18.3

23.5

76.0

70.3

64.7

0.4

1.6
2.6

2.0
3.8 16.8 72.8 0.4

性
別

6.3

4.0

2.4

0.6

0.8

5.3

7.2

1.2

4.2

2.8

6.3

4.8

4.2

1.2

0.4
0.4

1.9

6.3

12.8

5.5

3.0

1.2

0.9

98.1

25.3

14.4

11.5

7.9

2.8

2.6

50.5

56.8

74.5

83.0

91.5

96.1

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年
代
別

１年未満
１年以上

３年未満

３年以上

５年未満
５年以上

10年未満

10年以上

20年未満 20年以上 無回答凡例
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日田市以外にお住まいになった経験はありますか。（○は１つだけ） 

 

市外への居住経験については、「ある（学生時代・社会人時代を含む）」が 53.6％と最も高く、

次いで「ない」が 28.5％、「ある（学生時代のみ）」が 17.4％の順となっています。 

年代別でみると、「30歳代」以上の年代では「ある（学生時代・社会人時代を含む）」の割合が

５割を超え、最も高くなっています。 
 

 
 

 

ない

28.5%

ある

（学生時代のみ）

17.4%

ある

（学生時代・

社会人時代を含む）

53.6%

無回答

0.4%

全体（n=1,135）

 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

 回答したくない
（n=17）

25.8

30.8

41.2

17.2

18.1

5.9

56.7

50.8

52.9

0.4

0.2

28.5 17.4 53.6 0.4

性
別

73.6

28.4

19.2

21.2

13.3

23.0

35.4

24.5

35.8

19.2

25.5

17.0

11.3

7.0

1.9

34.7

61.6

53.3

69.1

65.3

57.6

1.1

0.6

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年
代
別

ない ある（学生時代のみ）
ある（学生時代・

社会人時代を含む） 無回答凡例
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【問１】あなたは、日田市に愛着を持っていますか。（○は１つだけ） 

 

日田市に愛着を持っているかについては、「愛着がある」が 47.0％と最も高く、次いで「やや

愛着がある」が 28.2％、「どちらともいえない」が 14.0％の順となっています。 

年代別にみると、「20歳代」は「やや愛着がある」が最も高く、それ以外の年代は「愛着があ

る」の割合が最も高くなっています。特に、「60歳代」「70歳以上」で、「愛着がある」と回答し

た割合が 5割を上回っています。 

前回調査と比較すると、「あまり愛着がない」の割合は 1.5ポイント低くなり、「愛着がない」

の割合は 0.8ポイント、「愛着がある」の割合は 2.6ポイント高くなっています。 
 

 

 

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

47.0

44.4

28.2

28.1

14.0

14.7

5.1

6.6

3.2

2.4

2.3

1.8

0.2

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛着がある
やや

愛着がある

どちらとも

いえない

あまり

愛着がない 愛着がない わからない 無回答凡例

単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

愛
着
が
あ
る

や
や
愛
着
が
あ
る

ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い

あ
ま
り

愛
着
が
な
い

愛
着
が
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

全体 1,135 534 320 159 58 36 26 2
100.0 47.0 28.2 14.0 5.1 3.2 2.3 0.2

男性 524 264 143 73 24 12 7 1
100.0 50.4 27.3 13.9 4.6 2.3 1.3 0.2

女性 590 264 173 82 33 22 16 -
100.0 44.7 29.3 13.9 5.6 3.7 2.7 -

回答したくない 17 5 4 4 - 1 3 -
100.0 29.4 23.5 23.5 - 5.9 17.6 -

20歳未満 106 39 33 17 6 4 7 -
100.0 36.8 31.1 16.0 5.7 3.8 6.6 -

20歳代 95 33 39 11 4 5 3 -
100.0 34.7 41.1 11.6 4.2 5.3 3.2 -

30歳代 125 42 39 20 12 10 2 -
100.0 33.6 31.2 16.0 9.6 8.0 1.6 -

40歳代 165 59 55 37 7 4 3 -
100.0 35.8 33.3 22.4 4.2 2.4 1.8 -

50歳代 165 80 45 19 10 6 4 1
100.0 48.5 27.3 11.5 6.1 3.6 2.4 0.6

60歳代 248 131 62 38 9 5 3 -
100.0 52.8 25.0 15.3 3.6 2.0 1.2 -

70歳以上 229 150 47 17 10 1 4 -
100.0 65.5 20.5 7.4 4.4 0.4 1.7 -

１年未満 18 2 7 4 - 4 1 -
100.0 11.1 38.9 22.2 - 22.2 5.6 -

１年以上３年未満 30 8 9 7 1 5 - -
100.0 26.7 30.0 23.3 3.3 16.7 - -

３年以上５年未満 23 5 9 3 2 3 1 -
100.0 21.7 39.1 13.0 8.7 13.0 4.3 -

５年以上10年未満 43 14 15 9 3 1 1 -
100.0 32.6 34.9 20.9 7.0 2.3 2.3 -

10年以上20年未満 191 65 61 31 16 11 7 -
100.0 34.0 31.9 16.2 8.4 5.8 3.7 -

20年以上 826 439 219 104 36 11 16 1
100.0 53.1 26.5 12.6 4.4 1.3 1.9 0.1

性
別

年
代
別

居
住
年
数
別
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【問２】あなたは、日田市を住みやすいまちだと思いますか。（○は１つだけ） 

 

日田市の住みやすさについては、住みやすいと感じる人※1が 65.4％、住みやすくないと感じる

人※2が 16.6％となっています。 

年代別にみると、住みやすいと感じる人の割合は、「70歳以上」で 7割以上を占めています。 

前回調査と比較すると、住みやすいと感じる人の割合が 0.6ポイント低くなっています。 
 
※1「住みやすい」若しくは「まあ住みやすい」と回答した人 

※2「住みやすくない」若しくは「あまり住みやすくない」と回答した人 
 

 

 

 

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

20.3

23.7

45.1

42.3

17.7

17.6

12.4

11.1

4.2

3.9

0.3

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住みやすい まあ住みやすい

どちらとも

いえない

あまり

住みやすくない 住みやすくない 無回答凡例

 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

 回答したくない
（n=17）

20.0

21.2

46.8

43.7

52.9

15.6

19.5

23.5

12.8

12.0

11.8

4.6

3.4

11.8

0.2

0.2

20.3 45.1 17.7 12.4 4.2 0.3

性
別

16.0

17.9

16.0

13.3

18.2

17.7

34.9

50.0

47.4

45.6

50.9

39.4

44.0

43.2

17.0

18.9

14.4

21.2

20.6

20.6

11.8

12.3

10.5

15.2

10.3

15.8

14.1

9.2

4.7

4.2

8.8

4.2

6.1

3.2

0.9

1.1

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年
代
別

住みやすい まあ住やすい
どちらとも

いえない

あまり

住みやすくない 住みやすくない 無回答凡例

性
別

年
代
別
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【問３】あなたは、今後も日田市に住み続けるご予定ですか。（○は１つだけ） 

 

今後も日田市に住み続ける意向については、「ずっと住み続ける予定である」が 64.6％と最も

高く、次いで「わからない」が 15.2％、「当面は住む予定であるが、いずれ住み替えると思う」

が 12.5％の順となっています。 

年代別にみると、年代が高くなるにつれて、「ずっと住み続ける予定である」と回答した割合

が高くなっています。 

前回調査と比較すると、「ずっと住み続ける予定である」の割合は 1.5ポイント低く、「わから

ない」の割合は 1.5ポイント高くなっています。 

 

 

 

  

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

64.6

66.1

12.5

11.6

2.5

2.1

5.1

4.9

15.2

13.7

0.1

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ず
っ
と

住
み
続
け
る

予
定
で
あ
る

当
面
は
住
む

予
定
で
あ
る
が
、

い
ず
れ

住
み
替
え
る

と
思
う

市
内
の

他
の
地
区
に

住
み
替
え
た
い

（
住
み
替
え
る

予
定
が
あ
る
）

市
外
に

住
み
替
え
た
い

（
住
み
替
え
る

予
定
が
あ
る
）

わ
か
ら
な
い

無
回
答凡例
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 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

 回答したくない
（n=17）

66.8

63.4

41.2

13.7

11.2

17.6

2.3

2.5

5.9

4.2

5.8

11.8

13.0

17.1

23.5

性
別

14.2

24.2

55.2

64.8

67.3

79.4

92.1

27.4

32.6

15.2

9.7

12.7

6.5

3.9

3.8

8.4

1.6

2.4

2.4

1.6

0.9

25.5

11.6

4.8

1.8

3.6

2.0

29.2

23.2

23.2

21.2

13.9

10.5

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年
代
別

ず
っ
と

住
み
続
け
る

予
定
で
あ
る

当
面
は
住
む

予
定
で
あ
る
が
、

い
ず
れ

住
み
替
え
る

と
思
う

市
内
の

他
の
地
区
に

住
み
替
え
た
い

（
住
み
替
え
る

予
定
が
あ
る
）

市
外
に

住
み
替
え
た
い

（
住
み
替
え
る

予
定
が
あ
る
）

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡例

64.6 12.5 2.5 5.1 15.2 0.1

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別
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◆問3で住み替える予定があると回答された方にお伺いします。 

【問3－１】住み替えを希望する理由をお答えください。（○は３つまで） 

 

住み替えを希望する理由については、「自分や家族の就学・就職・転職などのため」が 41.9％

と最も高く、次いで「買い物など生活利便性が低いため」が 36.0％、「公共交通が不便なため」

が 26.7％の順となっています。 

性別ごとにみると、「男性」は「買い物など生活利便性が低いため」「自分や家族の就学・就

職・転職などのため」、「女性」は「自分や家族の就学・就職・転職などのため」と回答した割合

が最も高くなっています。また「まちに賑わい・活気がないため」と回答した割合は「女性」の

6.1％に比べて「男性」が 26.5％と高くなっています。 

 

 

  

36.0

26.7

9.3

14.0

41.9

19.8

15.1

2.3

2.3

5.8

2.3

5.8

14.0

10.5

14.0

0% 10% 20% 30% 40% 50%

買い物など生活利便性が低いため

公共交通が不便なため

病院・福祉施設などが充実していないため

まちに賑わい・活気がないため

自分や家族の就学・就職・転職などのため

市内に雇用先がないため

地域での付き合いがわずらわしいため

地域のつながりが弱く住みにくいため

子育て支援が充実していないため

実家や親類の近くに住むため

結婚や出産など家族関係の変化のため

住宅が古くなった（あるいは手狭になった）ため

住宅費が高いため

仕事の都合

その他

全体（n=86）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

買
い
物
な
ど
生
活
利
便
性
が

低
い
た
め

公
共
交
通
が
不
便
な
た
め

病
院
・
福
祉
施
設
な
ど
が
充

実
し
て
い
な
い
た
め

ま
ち
に
賑
わ
い
・
活
気
が
な

い
た
め

自
分
や
家
族
の
就
学
・
就

職
・
転
職
な
ど
の
た
め

市
内
に
雇
用
先
が
な
い
た
め

地
域
で
の
付
き
合
い
が
わ
ず

ら
わ
し
い
た
め

地
域
の
つ
な
が
り
が
弱
く
住

み
に
く
い
た
め

子
育
て
支
援
が
充
実
し
て
い

な
い
た
め

実
家
や
親
類
の
近
く
に
住
む

た
め

結
婚
や
出
産
な
ど
家
族
関
係

の
変
化
の
た
め

住
宅
が
古
く
な
っ

た
（

あ
る

い
は
手
狭
に
な
っ

た
）

た
め

住
宅
費
が
高
い
た
め

仕
事
の
都
合

そ
の
他

　全体 86 31 23 8 12 36 17 13 2 2 5 2 5 12 9 12

 100.0 36.0 26.7 9.3 14.0 41.9 19.8 15.1 2.3 2.3 5.8 2.3 5.8 14.0 10.5 14.0

男性 34 11 8 4 9 11 8 5 1 - 2 1 3 5 6 5
100.0 32.4 23.5 11.8 26.5 32.4 23.5 14.7 2.9 - 5.9 2.9 8.8 14.7 17.6 14.7

女性 49 17 13 4 3 23 9 8 1 2 3 1 2 6 3 7
100.0 34.7 26.5 8.2 6.1 46.9 18.4 16.3 2.0 4.1 6.1 2.0 4.1 12.2 6.1 14.3

回答したくない 3 3 2 - - 2 - - - - - - - 1 - -
100.0 100.0 66.7 - - 66.7 - - - - - - - 33.3 - -

20歳未満 31 12 8 - 3 24 8 1 - - - - - 3 1 1
100.0 38.7 25.8 - 9.7 77.4 25.8 3.2 - - - - - 9.7 3.2 3.2

20歳代 19 5 3 1 3 8 6 3 - 1 1 1 2 4 4 -
100.0 26.3 15.8 5.3 15.8 42.1 31.6 15.8 - 5.3 5.3 5.3 10.5 21.1 21.1 -

30歳代 8 4 - 1 1 2 - 2 - 1 - - - 3 - 2
100.0 50.0 - 12.5 12.5 25.0 - 25.0 - 12.5 - - - 37.5 - 25.0

40歳代 7 2 2 - 1 - - 3 - - 1 1 2 1 2 2
100.0 28.6 28.6 - 14.3 - - 42.9 - - 14.3 14.3 28.6 14.3 28.6 28.6

50歳代 10 2 2 2 2 2 1 2 - - 3 - - 1 2 3
100.0 20.0 20.0 20.0 20.0 20.0 10.0 20.0 - - 30.0 - - 10.0 20.0 30.0

60歳代 9 4 6 2 2 - 2 2 2 - - - 1 - - 4
100.0 44.4 66.7 22.2 22.2 - 22.2 22.2 22.2 - - - 11.1 - - 44.4

70歳以上 2 2 2 2 - - - - - - - - - - - -
100.0 100.0 100.0 100.0 - - - - - - - - - - - -

性
別

年
代
別
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【問4】住む場所を選ぶ際、重視することをお答えください。（○は３つまで） 

 

住む場所を選ぶ際、重視することについては、「買い物など日常生活が便利なこと」が 60.1％

と最も高く、次いで「病院など医療体制が整備されていること」が 39.7％、「交通の便が良いこ

と」が 30.6％の順となっています。 

年代別にみると、上記 3項目以外に、「20歳未満」では「通勤・通学が便利なこと」、「20歳

代」では「住宅価格や家賃が安いこと」「通勤・通学が便利なこと」、「30歳代」では「教育・保

育環境が良いこと」、「40歳代」から「60歳代」では「自然災害に対する安全性が高いこと」、

「70歳以上」では「高齢者福祉など福祉サービスが充実していること」の割合が高くなっていま

す。 

 

 

  

60.1

39.7

10.7

10.3

30.6

11.1

10.3

5.5

9.0

10.7

5.2

10.0

3.8

3.7

19.2

2.7

13.2

0% 20% 40% 60% 80%

買い物など日常生活が便利なこと

病院など医療体制が整備されていること

気候など自然環境・自然条件に恵まれていること

騒音など生活環境が良いこと

交通の便が良いこと

通勤・通学が便利なこと

高齢者福祉など福祉サービスが充実していること

防犯・防災体制が充実していること

教育・保育環境が良いこと

雇用先が充実していること

まちなみ、景観が良いこと

住宅価格や家賃が安いこと

遊び場や公園などが充実していること

地域のつながりが強いこと

自然災害に対する安全性が高いこと

その他

無回答

全体（n=1,135）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

買
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常
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活
が
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こ
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さ
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ど
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サ
ー

ビ
ス
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実
し
て
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こ
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防
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・
防
災
体
制
が
充
実
し

て
い
る
こ
と

教
育
・
保
育
環
境
が
良
い
こ

と 雇
用
先
が
充
実
し
て
い
る
こ

と ま
ち
な
み
、

景
観
が
良
い
こ

と 住
宅
価
格
や
家
賃
が
安
い
こ

と 遊
び
場
や
公
園
な
ど
が
充
実

し
て
い
る
こ
と

地
域
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ

と 自
然
災
害
に
対
す
る
安
全
性

が
高
い
こ
と

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 682 451 121 117 347 126 117 62 102 122 59 114 43 42 218 31 150

 100.0 60.1 39.7 10.7 10.3 30.6 11.1 10.3 5.5 9.0 10.7 5.2 10.0 3.8 3.7 19.2 2.7 13.2

男性 524 310 216 66 60 147 46 50 29 43 61 38 55 21 25 96 15 66
100.0 59.2 41.2 12.6 11.5 28.1 8.8 9.5 5.5 8.2 11.6 7.3 10.5 4.0 4.8 18.3 2.9 12.6

女性 590 361 229 54 55 193 79 66 32 58 58 21 55 21 17 117 15 80
100.0 61.2 38.8 9.2 9.3 32.7 13.4 11.2 5.4 9.8 9.8 3.6 9.3 3.6 2.9 19.8 2.5 13.6

回答したくない 17 9 5 1 2 5 1 1 1 1 2 - 3 1 - 5 1 3
100.0 52.9 29.4 5.9 11.8 29.4 5.9 5.9 5.9 5.9 11.8 - 17.6 5.9 - 29.4 5.9 17.6

20歳未満 106 62 19 9 15 40 33 1 7 9 15 9 19 9 3 10 2 10
100.0 58.5 17.9 8.5 14.2 37.7 31.1 0.9 6.6 8.5 14.2 8.5 17.9 8.5 2.8 9.4 1.9 9.4

20歳代 95 70 24 7 13 30 24 1 5 11 18 12 24 5 2 16 4 3
100.0 73.7 25.3 7.4 13.7 31.6 25.3 1.1 5.3 11.6 18.9 12.6 25.3 5.3 2.1 16.8 4.2 3.2

30歳代 125 79 46 14 14 30 13 5 7 31 20 6 22 13 2 17 6 6
100.0 63.2 36.8 11.2 11.2 24.0 10.4 4.0 5.6 24.8 16.0 4.8 17.6 10.4 1.6 13.6 4.8 4.8

40歳代 165 101 59 18 21 48 27 8 11 27 19 8 16 10 6 33 6 16
100.0 61.2 35.8 10.9 12.7 29.1 16.4 4.8 6.7 16.4 11.5 4.8 9.7 6.1 3.6 20.0 3.6 9.7

50歳代 165 107 65 16 21 60 19 15 12 14 26 8 17 2 5 41 2 16
100.0 64.8 39.4 9.7 12.7 36.4 11.5 9.1 7.3 8.5 15.8 4.8 10.3 1.2 3.0 24.8 1.2 9.7

60歳代 248 147 133 26 23 83 6 38 13 7 19 9 10 3 6 65 2 41
100.0 59.3 53.6 10.5 9.3 33.5 2.4 15.3 5.2 2.8 7.7 3.6 4.0 1.2 2.4 26.2 0.8 16.5

70歳以上 229 116 105 31 10 56 4 49 7 3 5 7 5 1 18 36 9 57
100.0 50.7 45.9 13.5 4.4 24.5 1.7 21.4 3.1 1.3 2.2 3.1 2.2 0.4 7.9 15.7 3.9 24.9

性
別

年
代
別
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２）施策評価について 

【問5】日田市では各分野で様々な施策に取り組んでいます。施策に対するあなたの現在の 

満足度と今後の重要度についてお聞かせ下さい。（「現在の満足度」と「今後の重要

度」それぞれに○は１つずつ） 
 

① 個別項目の満足度評価と重要度評価を評点化（全体） 

■評価方法（加重平均） 

※満足度評点：満足（100）、やや満足（50）、どちらともいえない（0）、やや不満（-50）、不満（-100）として、 

回答者の平均得点を算出 

※重要度評点：重要（100）、やや重要（50）、どちらともいえない（0）、あまり重要でない（-50）、重要でない 

（-100）として、回答者の平均得点を算出 

算出結果の数値が高いほど、「満足度」では満足している、「重要度」では重要と考えている指標となります。 

 

② 施策別評価結果一覧 

 

※ニーズ値 ＝ 重要度加重平均値 - 満足度加重平均値 で算出 

重要度 満足度 ニーズ値

加重
平均値

全体平均
との差

相対順位
加重

平均値
全体平均
との差

相対順位 ニーズ値 相対順位

1 市民協働のまちづくり 57.66 2.53 13/29 4.84 -2.85 22/29 Ａ 52.82 14/29

2 市民サービスの充実・向上 61.29 6.16 9/29 10.24 2.55 10/29 Ｃ 51.05 15/29

3 政策を実行・実現する行財政運営 64.40 9.27 7/29 0.51 -7.18 26/29 Ａ 63.89 3/29

4 健康づくり、保健・医療の充実 70.66 15.53 2/29 10.22 2.53 11/29 Ｃ 60.44 4/29

5 地域福祉の推進 61.19 6.06 10/29 8.15 0.46 16/29 Ｃ 53.04 13/29

6 子ども・子育て支援の推進 68.22 13.09 5/29 10.61 2.92 9/29 Ｃ 57.61 7/29

7 障がい者（児）福祉の充実 57.46 2.33 14/29 6.43 -1.26 21/29 Ａ 51.03 16/29

8 高齢者福祉の充実 63.40 8.27 8/29 7.38 -0.31 17/29 Ａ 56.02 10/29

9 防災・消防・救急体制の強化 70.93 15.80 1/29 12.55 4.86 4/29 Ｃ 58.38 6/29

10 防犯体制、交通安全対策及び消費生活の充実 60.08 4.95 11/29 9.83 2.14 12/29 Ｃ 50.25 17/29

11 農業・水産業の振興 57.15 2.02 15/29 3.63 -4.06 23/29 Ａ 53.52 12/29

12 林業の振興 58.08 2.95 12/29 1.21 -6.48 25/29 Ａ 56.87 8/29

13 商工業の振興 55.14 0.01 17/29 -3.34 -11.03 29/29 Ａ 58.48 5/29

14 観光の振興 49.62 -5.51 22/29 12.89 5.20 3/29 Ｄ 36.73 22/29

15 道路・河川・公共交通の整備 70.05 14.92 3/29 -0.27 -7.96 27/29 Ａ 70.32 1/29

16 住環境の整備と維持管理 54.56 -0.57 18/29 -1.75 -9.44 28/29 Ｂ 56.31 9/29

17 公園・緑地の整備と維持管理 46.80 -8.33 23/29 6.46 -1.23 20/29 Ｂ 40.34 21/29

18 地域特性を活かした空間づくり 39.54 -15.59 25/29 7.34 -0.35 18/29 Ｂ 32.20 24/29

19 情報通信基盤の整備と維持管理 49.95 -5.18 21/29 6.59 -1.10 19/29 Ｂ 43.36 19/29

20 減災対策と災害復旧 69.57 14.44 4/29 3.34 -4.35 24/29 Ａ 66.23 2/29

21 学校教育の充実 64.63 9.50 6/29 10.89 3.20 8/29 Ｃ 53.74 11/29

22 文化芸術の振興 36.62 -18.51 28/29 11.62 3.93 7/29 Ｄ 25.00 28/29

23 生涯学習の充実 38.53 -16.60 26/29 11.81 4.12 6/29 Ｄ 26.72 27/29

24 スポーツ・レクリエーションの推進 38.48 -16.65 27/29 9.37 1.68 14/29 Ｄ 29.11 26/29

25 互いに尊重しあえる社会の実現 32.68 -22.45 29/29 12.35 4.66 5/29 Ｄ 20.33 29/29

26 地域環境の保全 54.40 -0.73 19/29 9.16 1.47 15/29 Ｄ 45.24 18/29

27 良好な水資源の確保 51.59 -3.54 20/29 17.03 9.34 1/29 Ｄ 34.56 23/29

28 資源循環と地球温暖化対策の推進 56.13 1.00 16/29 14.56 6.87 2/29 Ｃ 41.57 20/29

29 環境意識の向上 39.94 -15.19 24/29 9.38 1.69 13/29 Ｄ 30.56 25/29

平均 55.13 7.69 47.44

環
境

分野

市
民
協
働

福
祉

産
業
振
興

生
活
基
盤

教
育
・
文
化

評価
エリア

番号 施策
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各個別項目における満足度評点と重要度評点の相関関係を表すと、以下のような図になりま

す。 

  
 

評価の結果、重点改善の区分に該当する施策は、「市民協働のまちづくり」「政策を実行・実現

する行財政運営」「障がい者（児）福祉の充実」「高齢者福祉の充実」「農業・水産業の振興」「林

業の振興」「商工業の振興」「道路・河川・公共交通の整備」「減災対策と災害復旧」となっていま

す。 

 

満足度平均

高い

低い

低い 高い

Ａ 領域 Ｃ 領域

Ｄ 領域Ｂ 領域

重要度
平均

重
要
度

Ⅰ：市民協働分野 Ⅲ：産業振興分野 Ⅴ：教育・文化分野

市民協働のまちづくり 農業・水産業の振興 学校教育の充実

市民サービスの充実・向上 林業の振興 文化芸術の振興

政策を実行・実現する行財政運営 商工業の振興 生涯学習の充実

観光の振興 スポーツ・レクリエーションの推進

互いに尊重しあえる社会の実現

Ⅱ：福祉分野 Ⅳ：生活基盤分野 Ⅵ：環境分野

健康づくり、保健・医療の充実 道路・河川・公共交通の整備 地域環境の保全

地域福祉の推進 住環境の整備と維持管理 良好な水資源の確保

子ども・子育て支援の推進 公園・緑地の整備と維持管理 資源循環と地球温暖化対策の推進

障がい者（児）福祉の充実 地域特性を活かした空間づくり 環境意識の向上

高齢者福祉の充実 情報通信基盤の整備と維持管理

防災・消防・救急体制の強化 減災対策と災害復旧

防犯体制、交通安全対策及び消費生活の充実
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 Ａ 重点改善  Ｃ 重点維持

 Ｂ 改善  Ｄ 維持

重要度平均

55.13

重
要
度

満足度

市民協働

福祉

産業振興

生活基盤

教育・文化

環境

1
満足度平均

7.69

■領域の説明 

Ａ領域：重要度が高く、満足度が低い（重点改善） 

Ｂ領域：重要度、満足度ともに低い（改善） 

Ｃ領域：重要度、満足度ともに高い（重点維持） 

Ｄ領域：重要度が低く、満足度が高い（維持） 
 

図中の左上の青枠部分にある、重要度が高く、満足度が

低い項目については、特に優先して改善が必要な施策で

あると考えられます。 
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③ 現在の満足度（全体） 

現在の満足度については、満足している人※1の割合は、「健康づくり、保健・医療の充実」が

37.4％で最も高く、次いで「資源循環と地球温暖化対策の推進」が 36.1％、「市民サービスの充

実・向上」が 35.3％の順となっています。一方、不満がある人※2の割合は、「道路・河川・公共

交通の整備」が 29.5％と最も高く、次いで「減災対策と災害復旧」が 21.7％の順となっていま

す。 

前回調査と比較すると、満足している人の割合が増加している項目は 17項目、減少している

項目は 12項目で、満足している人の割合が増加している項目が比較的多くなっています。項目

別でみると、満足している人の割合が最も増加しているのは「資源循環と地球温暖化対策の推

進」となっています。一方、満足している人の割合が最も減少しているのは、「防災・消防・救

急体制の強化」となっています。 
 
※1「満足」若しくは「やや満足」と回答した人 

※2「不満」もしくは「やや不満」と回答した人 
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＜市民協働のまちづくり＞

＜市民サービスの充実・向上＞

＜政策を実行・実現する行財政運営＞

＜健康づくり、保健・医療の充実＞

＜地域福祉の推進＞

＜子ども・子育て支援の推進＞

＜障がい者（児）福祉の充実＞

＜高齢者福祉の充実＞

＜防災・消防・救急体制の強化＞

＜防犯体制、交通安全対策及び消費生活の充実＞

＜農業・水産業の振興＞

＜林業の振興＞

＜商工業の振興＞

＜観光の振興＞

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

7.1

7.3

24.7

25.3

48.9

45.1

10.0

9.9

4.4

3.9

4.9

8.5

5.5

4.9

23.7

25.5

51.5

49.3

12.2

10.0

3.3

2.7

3.8

7.7

4.5

4.6

23.2

24.9

53.9

48.9

12.2

11.6

2.8

3.3

3.3

6.7

3.6

5.4

19.2

17.4

60.9

58.3

8.9

6.9

2.6

3.5

4.8

8.5

5.8

5.7

29.5

22.7

43.9

45.7

13.0

12.8

4.2

4.7

3.6

8.3

3.7

3.9

20.3

22.1

57.4

52.3

9.8

8.3

4.3

5.5

4.5

7.9

7.7

7.9

29.7

32.8

38.8

37.6

15.6

10.9

4.8

3.8

3.4

6.9

3.3

2.9

17.4

14.5

56.8

51.3

12.8

15.3

5.1

7.4

4.6

8.5

1.9

2.7

13.7

12.3

60.8

57.5

13.5

13.9

5.2

5.2

4.9

8.4

7.0

5.5

26.5

20.9

50.0

48.8

7.9

11.9

4.0

4.7

4.7

8.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

5.2

5.6

23.5

24.2

55.2

49.5

8.7

10.1

3.2

2.8

4.1

7.8

6.9

8.5

26.7

31.8

49.8

40.8

9.4

8.9

3.4

2.4

3.8

7.7

4.2

4.1

14.9

12.9

58.8

60.1

13.1

11.2

4.0

3.4

5.0

8.3

4.5

2.9

17.9

16.7

57.8

56.8

11.5

11.9

4.2

3.5

4.1

8.2

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答凡例
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＜道路・河川・公共交通の整備＞

＜住環境の整備と維持管理＞

＜公園・緑地の整備と維持管理＞

＜地域特性を活かした空間づくり＞

＜情報通信基盤の整備と維持管理＞

＜減災対策と災害復旧＞

＜学校教育の充実＞

＜文化芸術の振興＞

＜生涯学習の充実＞

＜スポーツ・レクリエーションの推進＞

＜互いに尊重しあえる社会の実現＞

＜地域環境の保全＞

＜良好な水資源の確保＞

＜資源循環と地球温暖化対策の推進＞

＜環境意識の向上＞

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

5.3

6.0

23.4

24.5

45.8

41.8

15.9

13.0

5.8

4.5

3.7

10.2

5.7

4.0

25.6

19.5

46.9

52.2

11.5

9.0

6.4

5.1

3.8

10.2

4.4

3.8

23.0

19.7

61.2

56.6

5.1

7.3

2.2

2.2

4.1

10.5

7.0

5.2

25.4

23.6

48.8

47.9

9.9

9.6

4.4

3.6

4.5

10.0

2.5

3.3

19.0

19.6

52.7

49.4

15.9

13.0

5.7

4.0

4.2

10.7

4.5

5.6

28.1

26.0

34.4

31.3

21.4

19.8

8.1

8.8

3.4

8.5

5.4

3.0

19.6

17.3

57.7

55.0

9.0

11.1

3.7

3.6

4.6

10.0

5.6

7.1

23.8

22.7

49.0

44.3

13.0

12.7

4.8

3.6

3.8

9.6

6.8

4.6

29.3

20.0

48.0

55.2

9.3

7.4

2.8

3.8

3.8

9.0

7.0

9.9

28.0

30.2

53.2

42.6

5.9

5.0

1.8

3.2

4.1

9.2

4.1

3.9

18.7

19.5

65.7

57.2

5.6

6.4

1.7

3.8

4.1

9.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.5

4.4

24.1

18.1

55.7

56.7

9.3

6.9

2.8

3.9

3.6

10.0

4.8

4.6

24.1

18.5

58.6

57.5

6.5

6.8

2.2

2.2

3.8

10.3

5.2

5.2

24.8

22.3

52.4

50.6

10.1

7.8

3.7

3.9

3.8

10.2

5.3

3.9

20.2

16.1

64.8

58.6

4.2

8.2

1.4

3.4

4.1

9.9

満足 やや満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答凡例



第２章 調査結果「施策評価」 

23 

 

④ 今後の重要度（全体） 

今後の重要度については、重要性を感じている人※1の割合は、「健康づくり、保健・医療の充

実」が 81.8％と最も高く、次いで「道路・河川・公共交通の整備」が 80.5％、「減災対策と災害

復旧」が 79.1％の順となっています。 

前回調査と比較すると、重要性を感じている人の割合は多くの項目で増加しており、「市民協

働のまちづくり」は 13.4ポイント、「スポーツ・レクリエーションの推進」は 12.8ポイントそ

れぞれ増加しています。 
 
※1「重要」若しくは「やや重要」と回答した人 
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＜市民協働のまちづくり＞

＜市民サービスの充実・向上＞

＜政策を実行・実現する行財政運営＞

＜健康づくり、保健・医療の充実＞

＜地域福祉の推進＞

＜子ども・子育て支援の推進＞

＜障がい者（児）福祉の充実＞

＜高齢者福祉の充実＞

＜防災・消防・救急体制の強化＞

＜防犯体制、交通安全対策及び消費生活の充実＞

＜農業・水産業の振興＞

＜林業の振興＞

＜商工業の振興＞

＜観光の振興＞

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

54.2

51.3

21.3

20.4

16.5

16.2

1.1

1.7

0.4

0.1

6.4

10.2

43.8

39.3

31.2

28.3

16.5

20.0

1.7

2.1

1.0

0.4

5.9

10.0

47.1

49.6

29.0

23.6

15.8

15.7

1.3

1.1

1.1

0.9

5.6

9.1

40.4

42.5

28.8

22.4

22.4

23.1

0.9

1.2

0.8

0.5

6.7

10.3

41.8

39.4

33.8

28.7

16.1

19.2

1.3

1.8

0.6

0.4

6.3

10.5

38.0

31.3

34.3

27.6

17.8

27.3

1.7

2.8

0.9

0.6

7.4

10.5

52.6

48.1

29.2

27.6

11.0

13.4

0.4

1.0

0.7
6.2

10.0

48.5

40.8

24.6

23.5

19.2

22.6

0.8

1.9

0.3

0.2

6.7

10.9

38.6

35.6

28.0

27.1

25.3

25.3

1.1

1.1

0.5

0.6

6.5

10.2

34.5

38.1

31.4

26.6

22.8

22.4

3.2

2.6

2.0

0.7

6.1

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

42.2

44.3

30.4

25.9

19.8

18.2

1.1

1.5

0.4

0.4

6.1

9.7

55.9

52.9

23.0

22.3

14.2

14.5

0.5

1.1

0.4
5.9

9.2

42.3

33.2

26.9

25.1

22.8

29.4

1.2

1.8

0.6

0.6

6.2

9.9

39.6

34.5

30.0

26.3

22.5

27.1

1.0

1.8

0.6

0.4

6.3

9.9

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない 無回答凡例
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＜道路・河川・公共交通の整備＞

＜住環境の整備と維持管理＞

＜公園・緑地の整備と維持管理＞

＜地域特性を活かした空間づくり＞

＜情報通信基盤の整備と維持管理＞

＜減災対策と災害復旧＞

＜学校教育の充実＞

＜文化芸術の振興＞

＜生涯学習の充実＞

＜スポーツ・レクリエーションの推進＞

＜互いに尊重しあえる社会の実現＞

＜地域環境の保全＞

＜良好な水資源の確保＞

＜資源循環と地球温暖化対策の推進＞

＜環境意識の向上＞

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

53.5

47.7

25.6

23.4

13.7

14.6

1.0

0.7

0.4

0.4

5.9

13.3

33.6

30.3

31.9

28.0

24.3

25.8

2.6

2.1

1.4

0.5

6.3

13.4

22.1

19.3

30.3

26.9

37.1

34.7

2.8

4.6

1.5

1.3

6.2

13.1

49.5

44.4

23.4

21.0

19.6

20.1

0.7

1.3

0.4

0.1

6.3

13.0

37.5

31.1

29.9

31.5

24.0

21.3

1.9

1.9

0.4

0.4

6.3

13.7

53.4

43.8

27.1

30.9

12.4

11.2

0.8

0.6

0.5

0.5

5.7

13.0

25.4

20.0

30.0

27.9

32.7

33.2

4.1

4.1

1.3

1.7

6.5

13.1

30.4

25.5

32.3

30.8

26.7

25.8

3.3

4.0

1.1

0.6

6.3

13.3

40.0

42.6

30.4

22.0

20.3

19.7

2.1

2.2

1.3

0.9

5.9

12.7

35.9

42.0

28.9

25.8

26.2

18.2

1.9

1.1

1.0

0.6

6.1

12.3

26.3

35.3

28.6

25.9

34.2

23.1

3.1

1.6

1.6

1.2

6.3

12.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

22.6

18.2

33.7

25.3

32.8

36.5

3.6

5.0

1.4

2.1

5.9

12.9

22.7

21.9

32.4

24.3

35.0

35.2

2.6

4.1

1.4

1.0

5.9

13.5

34.7

33.2

35.1

28.5

22.5

23.0

1.3

1.3

0.4

0.6
6.0

13.4

21.9

26.2

26.8

25.2

38.6

30.7

4.1

3.0

2.6

1.9

6.2

13.0

重要 やや重要 どちらともいえない あまり重要でない 重要でない 無回答凡例
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【問6】問 5で、まちづくりの施策ごとに「現在の満足度」と「今後の重要度」をお伺いしま

した。それらを総合的に判断して、今後の日田市において、特に重点的に進めてほ

しいと思う施策について番号を記入してくだい。（問 5の①～㉙の中から２つまで） 

 

今後の日田市において、特に重点的に進めてほしいと思う施策については、「子ども・子育て

支援の推進」が 20.7％と最も多く、次いで「道路・河川・公共交通の整備」が 16.0％、「高齢者

福祉の充実」が 12.3％の順となっています。 

年代別にみると、「20歳未満」から「40歳代」では「子ども・子育て支援の推進」、「50歳代」

「60歳代」では「道路・河川・公共交通の整備」、「70歳以上」では「高齢者福祉の充実」の割

合が最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、「子ども・子育て支援の推進」は 5.5ポイント増加しています。 
 

 

(※) ｢スポーツ・レクリエーションの推進｣は、前回調査(R4)の｢スポーツ・レクリエーションの振興｣と比較を
行っている

4.5

6.4

7.5

8.7

5.8

20.7

5.6

12.3

6.9

2.6

4.4

3.9

6.8

5.5

16.0

4.9

2.3

1.9

4.4

10.4

10.0

1.7

1.6

4.3

1.0

3.2

3.5

5.3

1.1

11.8

3.4

5.6

4.6

7.5

3.6

15.2

2.2

10.1

6.0

2.8

4.3

2.3

6.7

7.1

15.2

5.6

5.4

2.1

4.3

9.5

10.3

1.7

0.5

2.3

4.3

4.0

4.1

6.0

1.8

19.7

0% 5% 10% 15% 20% 25%

市民協働のまちづくり

市民サービスの充実・向上

政策を実行・実現する行財政運営

健康づくり、保健・医療の充実

地域福祉の推進

子ども・子育て支援の推進

障がい者（児）福祉の充実

高齢者福祉の充実

防災・消防・救急体制の強化

防犯体制、交通安全対策及び消費生活の充実

農業・水産業の振興

林業の振興

商工業の振興

観光の振興

道路・河川・公共交通の整備

住環境の整備と維持管理

公園・緑地の整備と維持管理

地域特性を活かした空間づくり

情報通信基盤の整備と維持管理

減災対策と災害復旧

学校教育の充実

文化芸術の振興

生涯学習の充実

スポーツ・レクリエーションの推進(※)

互いに尊重しあえる社会の実現

地域環境の保全

良好な水資源の確保

資源循環と地球温暖化対策の推進

環境意識の向上

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)（n=822）
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単位：
　上段=人
　下段=％

　
サ
ン
プ
ル
数

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
・

向
上

政
策
を
実
行
・
実
現
す
る

行
財
政
運
営

健
康
づ
く
り
、

保
健
・
医

療
の
充
実

地
域
福
祉
の
推
進

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の

推
進

障
が
い
者
（

児
）

福
祉
の

充
実

高
齢
者
福
祉
の
充
実

防
災
・
消
防
・
救
急
体
制

の
強
化

防
犯
体
制
、

交
通
安
全
対

策
及
び
消
費
生
活
の
充
実

農
業
・
水
産
業
の
振
興

林
業
の
振
興

商
工
業
の
振
興

観
光
の
振
興

道
路
・
河
川
・
公
共
交
通

の
整
備

　全体 1,135 51 73 85 99 66 235 64 140 78 29 50 44 77 62 182

 100.0 4.5 6.4 7.5 8.7 5.8 20.7 5.6 12.3 6.9 2.6 4.4 3.9 6.8 5.5 16.0

男性 524 29 38 50 40 27 100 24 56 38 10 30 28 44 36 96
100.0 5.5 7.3 9.5 7.6 5.2 19.1 4.6 10.7 7.3 1.9 5.7 5.3 8.4 6.9 18.3

女性 590 22 34 33 58 37 134 40 81 38 19 18 15 31 25 85
100.0 3.7 5.8 5.6 9.8 6.3 22.7 6.8 13.7 6.4 3.2 3.1 2.5 5.3 4.2 14.4

回答したくない 17 - 1 2 - 1 1 - 3 2 - - 1 1 1 1
100.0 - 5.9 11.8 - 5.9 5.9 - 17.6 11.8 - - 5.9 5.9 5.9 5.9

20歳未満 106 5 10 6 11 5 31 9 5 3 3 1 2 6 14 10
100.0 4.7 9.4 5.7 10.4 4.7 29.2 8.5 4.7 2.8 2.8 0.9 1.9 5.7 13.2 9.4

20歳代 95 10 7 5 6 1 35 5 7 6 2 5 4 7 5 13
100.0 10.5 7.4 5.3 6.3 1.1 36.8 5.3 7.4 6.3 2.1 5.3 4.2 7.4 5.3 13.7

30歳代 125 9 5 4 17 7 58 5 6 10 6 5 1 10 7 19
100.0 7.2 4.0 3.2 13.6 5.6 46.4 4.0 4.8 8.0 4.8 4.0 0.8 8.0 5.6 15.2

40歳代 165 8 10 18 15 4 49 16 13 16 4 5 4 12 10 24
100.0 4.8 6.1 10.9 9.1 2.4 29.7 9.7 7.9 9.7 2.4 3.0 2.4 7.3 6.1 14.5

50歳代 165 9 13 21 15 11 28 9 20 12 5 7 7 11 13 29
100.0 5.5 7.9 12.7 9.1 6.7 17.0 5.5 12.1 7.3 3.0 4.2 4.2 6.7 7.9 17.6

60歳代 248 5 19 23 19 13 23 11 36 20 6 14 20 21 9 53
100.0 2.0 7.7 9.3 7.7 5.2 9.3 4.4 14.5 8.1 2.4 5.6 8.1 8.5 3.6 21.4

70歳以上 229 5 9 8 16 25 11 9 53 11 3 12 6 10 4 34
100.0 2.2 3.9 3.5 7.0 10.9 4.8 3.9 23.1 4.8 1.3 5.2 2.6 4.4 1.7 14.8

単位：
　上段=人
　下段=％

　
サ
ン
プ
ル
数

住
環
境
の
整
備
と
維
持
管

理 公
園
・
緑
地
の
整
備
と
維

持
管
理

地
域
特
性
を
活
か
し
た
空

間
づ
く
り

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
と

維
持
管
理

減
災
対
策
と
災
害
復
旧

学
校
教
育
の
充
実

文
化
芸
術
の
振
興

生
涯
学
習
の
充
実

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
の
推
進

互
い
に
尊
重
し
あ
え
る
社

会
の
実
現

地
域
環
境
の
保
全

良
好
な
水
資
源
の
確
保

資
源
循
環
と
地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進

環
境
意
識
の
向
上

無
回
答

　全体 1,135 56 26 21 50 118 114 19 18 49 11 36 40 60 12 134

 100.0 4.9 2.3 1.9 4.4 10.4 10.0 1.7 1.6 4.3 1.0 3.2 3.5 5.3 1.1 11.8

男性 524 25 8 7 30 48 48 7 7 27 6 23 20 23 6 52
100.0 4.8 1.5 1.3 5.7 9.2 9.2 1.3 1.3 5.2 1.1 4.4 3.8 4.4 1.1 9.9

女性 590 31 18 14 18 70 65 12 11 21 5 12 17 35 6 76
100.0 5.3 3.1 2.4 3.1 11.9 11.0 2.0 1.9 3.6 0.8 2.0 2.9 5.9 1.0 12.9

回答したくない 17 - - - 2 - 1 - - 1 - 1 2 2 - 5
100.0 - - - 11.8 - 5.9 - - 5.9 - 5.9 11.8 11.8 - 29.4

20歳未満 106 4 2 2 4 6 20 1 2 10 1 5 1 1 1 11
100.0 3.8 1.9 1.9 3.8 5.7 18.9 0.9 1.9 9.4 0.9 4.7 0.9 0.9 0.9 10.4

20歳代 95 8 - 4 4 13 5 4 - 10 - 3 5 1 1 5
100.0 8.4 - 4.2 4.2 13.7 5.3 4.2 - 10.5 - 3.2 5.3 1.1 1.1 5.3

30歳代 125 4 5 1 7 10 15 2 3 9 2 3 2 2 2 4
100.0 3.2 4.0 0.8 5.6 8.0 12.0 1.6 2.4 7.2 1.6 2.4 1.6 1.6 1.6 3.2

40歳代 165 9 7 1 12 19 28 1 1 7 2 2 2 7 2 9
100.0 5.5 4.2 0.6 7.3 11.5 17.0 0.6 0.6 4.2 1.2 1.2 1.2 4.2 1.2 5.5

50歳代 165 6 6 1 10 22 13 2 4 4 5 2 5 13 1 12
100.0 3.6 3.6 0.6 6.1 13.3 7.9 1.2 2.4 2.4 3.0 1.2 3.0 7.9 0.6 7.3

60歳代 248 16 3 6 8 32 19 3 3 4 - 8 12 19 3 32
100.0 6.5 1.2 2.4 3.2 12.9 7.7 1.2 1.2 1.6 - 3.2 4.8 7.7 1.2 12.9

70歳以上 229 9 3 6 5 16 14 6 5 5 1 13 12 17 2 60
100.0 3.9 1.3 2.6 2.2 7.0 6.1 2.6 2.2 2.2 0.4 5.7 5.2 7.4 0.9 26.2

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別
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３）市民協働 

【問７】あなたは、日田市の市政について関心がありますか。（○は１つだけ） 

 

日田市の市政への関心については、関心がある人※1が 69.0％、関心がない人※2が 28.5％とな

っています。 

性別ごとにみると、関心がある人は、「男性」が 70.4％、「女性」の 68.3％と「男性」の方が

比 2.1ポイント高くなっています。 

年代別にみると、「20歳未満」以外の年代では、関心がない人に比べ、関心がある人の割合が

高くなっています。 

前回調査と比較すると、関心がある人の割合が 13.0ポイント増加しています。 
 
※1「たいへん関心がある」若しくは「まあまあ関心がある」と回答した人 

※2「全く関心がない」若しくは「あまり関心がない」と回答した人 

 

 

 

  

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

たいへん

関心がある

まあまあ

関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答凡例

14.4

9.6

54.6

46.4

23.8

32.5

4.7

6.4

2.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

 回答したくない
（n=17）

たいへん

関心がある
まあまあ

関心がある あまり関心がない 全く関心がない 無回答凡例

性
別

年
代
別

14.4 54.6 23.8 4.7
2.5

20.2

9.8

50.2

58.5

64.7

22.9

24.2

23.5

4.8

4.4

11.8

1.9

3.1

2.8

10.5

12.0

15.8

11.5

14.9

23.6

31.1

46.3

51.2

58.2

58.8

64.5

54.6

48.1

31.6

28.8

21.2

24.8

15.7

16.2

15.1

11.6

7.2

2.4

3.6

2.0

0.9

2.8

0.8

2.4

1.2

2.8

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別
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◆問７で市政に関心がないと回答された方にお伺いします。 

【問７－１】その理由は何ですか。（○は１つだけ） 

 

市政に関心がない理由として、「難しくてよくわからないから」が 36.2％と最も高く、次いで

「忙しくて考える暇がないから」が 19.2％、「必要な情報が得られないから」が 17.0％の順とな

っています。 

性別ごとにみると、「自分の生活に直接関係ないから」「忙しくて考える暇がないから」「必要

な情報が得られないから」と回答した割合は「男性」の方が高く、「難しくてよくわからないか

ら」「定住する気持ちがないから」は女性の方が高くなっています。 

年代別にみると、「40歳代」「50歳代」を除いた全ての年代では「難しくてよくわからないか

ら」と回答した割合が最も高く、「40歳代」は「忙しくて考える暇がないから」、50歳代は「必

要な情報が得られないから」と回答した割合がそれぞれ最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、「自分の生活に直接関係ないから」は 4.9ポイント減少しています。 

 

 

 

  

今回調査(Ｒ６)
（n=323）

前回調査(Ｒ４)
（n=320）

自分の生活に

直接関係

ないから

忙しくて

考える暇が

ないから

難しくて

よくわから

ないから

必要な

情報が

得られ

ないから

定住する

気持ちが

ないから その他 無回答凡例

13.9

18.8

19.2

18.4

36.2

32.5

17.0

17.5

6.5

6.6

6.2

3.4

0.9

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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 全体（n=323）

 男性（n=145）

 女性（n=169）

 20歳未満（n=67）

 20歳代（n=41）

 30歳代（n=45）

 40歳代（n=39）

 50歳代（n=47）

 60歳代（n=44）

 70歳以上（n=39）

 回答したくない
（n=6）

自分の生活に

直接関係

ないから

忙しくて

考える暇が

ないから

難しくて

よくわから

ないから

必要な

情報が

得られ

ないから

定住する

気持ちが

ないから その他 無回答凡例

性
別

年
代
別

13.4

12.2

6.7

7.7

10.6

20.5

25.6

17.9

22.0

28.9

30.8

21.3

11.4

2.6

52.2

36.6

28.9

28.2

17.0

34.1

51.3

7.5

17.1

17.8

17.9

29.8

18.2

15.4

6.0

12.2

8.9

5.1

8.5

4.5

3.0

6.7

10.3

10.6

11.4

2.6

2.2

2.1

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.2

11.2

24.1

15.4

16.7

27.6

43.2

33.3

20.0

14.2

33.3

4.1

8.3

16.7

6.2

6.5

0.7

1.2

13.9 19.2 36.2 17.0 6.5 6.2 0.9
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【問８】あなたは、最新の市政情報（市が提供する情報）の入手について、どう思いますか。 

（○は１つだけ） 

 

最新の市政情報（市が提供する情報）の入手について、どう思うかについては、欲しい情報が

入手できていると思う人※1が 45.6％、欲しい情報が入手できていると思わない人※2が 26.2％と

なっています。 

年代別にみると、「20歳未満」以外の年代で欲しい情報が入手できていると思う人の割合が高

く、特に「70歳代」では 5割を超えており、他の年代に比べて最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、欲しい情報が入手できていると思う人の割合が 2.5ポイント増加して

います。 
 
※1「欲しい情報が入手できていると思う」若しくは「どちらかといえば欲しい情報が入手できていると思う」と回

答した人 

※2「欲しい情報が入手できていると思わない」若しくは「どちらかといえば欲しい情報が入手できていると思わな

い」と回答した人 

 

 

 

  

今回調査(Ｒ６)
（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)
（n=822）

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
わ
な
い

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
わ
な
い ど

ち
ら
と
も

い
え
な
い

無
回
答凡例

5.6

7.2

40.0

35.9

14.4

12.7

11.8

9.7

23.3

27.6

4.8

6.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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 全体（n=1,135）

 男性（n=524）

 女性（n=590）

 20歳未満（n=106）

 20歳代（n=95）

 30歳代（n=125）

 40歳代（n=165）

 50歳代（n=165）

 60歳代（n=248）

 70歳以上（n=229）

 回答したくない
（n=17）

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
わ
な
い

欲
し
い
情
報
が

入
手
で
き
て
い
る
と

思
わ
な
い ど

ち
ら
と
も

い
え
な
い

無
回
答凡例

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別

性
別

年
代
別

1.9

6.3

7.2

5.5

7.9

4.8

5.7

23.6

40.0

40.0

44.2

35.2

42.3

45.0

18.9

9.5

20.0

12.7

15.8

14.1

12.2

11.3

17.9

6.4

16.4

13.9

11.7

7.9

39.6

25.3

20.0

18.2

24.8

23.0

19.7

4.7

1.1

6.4

3.0

2.4

4.0

9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4.8

6.6

36.3

43.7

23.5

19.5

10.2

11.8

14.7

9.2

11.8

20.4

25.3

41.2

4.4

5.1

11.8

5.6 40.0 14.4 11.8 23.3 4.8
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【問９】あなたは、市政情報（市が提供する情報）を主に何から得ていますか。 

（○は３つまで） 

 

市政情報（市が提供する情報）を主に何から得ているかについては、「市の広報紙（広報ひ

た）」が 79.5％と最も高く、次いで「市が配布するパンフレットやチラシ」が 27.6％、「市のホ

ームページ」が 22.3％の順となっています。 

年代別にみると、全ての年代で「市の広報紙（広報ひた）」の割合が最も高くなっているもの

の、「20歳未満」では、他の年代に対しやや低く、4割弱にとどまっています。また、「市の広報

紙（広報ひた）」に次いで高い項目は、「20歳未満」は「新聞やテレビ、ラジオのニュース」、「20

歳代」「60歳代」「70歳以上」では「市が配布するパンフレットやチラシ」、「30歳代」「40歳

代」では「ＳＮＳ（フェイスブック、Ｘ（旧ツイッター）、ＬＩＮＥなど）」、「50歳代」では「市

のホームページ」となっています。 

前回調査と比較すると、「市のホームページ」「新聞やテレビ、ラジオのニュース」「知人や地

域での活動を通して」「ＳＮＳ（フェイスブック、Ｘ（旧ツイッター）、ＬＩＮＥなど）」で 3ポ

イント以上増加しています。 

 

 

  

(※) ｢ＳＮＳ(フェイスブック、Ｘ(旧ツイッター)、ＬＩＮＥなど)｣は、前回調査(R4)の
｢ＳＮＳ(フェイスブック、ツイッター、ＬＩＮＥなど)｣と比較を行っている

79.5

22.3

27.6

5.3

13.2

19.9

14.4

15.0

19.6

4.1

0.8

1.7

77.6

18.6

28.3

6.1

13.7

16.9

9.7

14.5

16.4

5.0

0.6

5.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市の広報紙（広報ひた）

市のホームページ

市が配布するパンフレットやチラシ

市内に掲示しているポスター

ケーブルテレビの行政情報コーナー

新聞やテレビ、ラジオのニュース

知人や地域での活動を通して

タウン情報誌

ＳＮＳ(フェイスブック、

Ｘ(旧ツイッター)、ＬＩＮＥなど)(※)

情報を得ていない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)（n=822）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

市
の
広
報
紙
（

広
報
ひ
た
）

市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ

市
が
配
布
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト

や
チ
ラ
シ

市
内
に
掲
示
し
て
い
る
ポ
ス

タ
ー

ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
行
政
情
報

コ
ー

ナ
ー

新
聞
や
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
の

ニ
ュ
ー

ス

知
人
や
地
域
で
の
活
動
を
通
し

て タ
ウ
ン
情
報
誌

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（

フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ

ク
、

Ｘ
（

旧
ツ
イ
ッ

タ
ー
）
、

Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
な
ど
）

情
報
を
得
て
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 902 253 313 60 150 226 163 170 222 46 9 19

 100.0 79.5 22.3 27.6 5.3 13.2 19.9 14.4 15.0 19.6 4.1 0.8 1.7

男性 524 409 122 142 30 79 109 86 75 92 25 7 9
100.0 78.1 23.3 27.1 5.7 15.1 20.8 16.4 14.3 17.6 4.8 1.3 1.7

女性 590 477 126 167 29 67 115 77 91 124 19 1 9
100.0 80.8 21.4 28.3 4.9 11.4 19.5 13.1 15.4 21.0 3.2 0.2 1.5

回答したくない 17 12 4 2 - 4 1 - 3 6 2 1 1
100.0 70.6 23.5 11.8 - 23.5 5.9 - 17.6 35.3 11.8 5.9 5.9

20歳未満 106 40 19 16 10 13 20 17 11 19 17 - 3
100.0 37.7 17.9 15.1 9.4 12.3 18.9 16.0 10.4 17.9 16.0 - 2.8

20歳代 95 54 22 25 6 9 11 12 5 23 12 - -
100.0 56.8 23.2 26.3 6.3 9.5 11.6 12.6 5.3 24.2 12.6 - -

30歳代 125 100 37 24 5 7 11 25 16 43 3 2 -
100.0 80.0 29.6 19.2 4.0 5.6 8.8 20.0 12.8 34.4 2.4 1.6 -

40歳代 165 142 48 35 9 18 25 18 21 54 4 3 1
100.0 86.1 29.1 21.2 5.5 10.9 15.2 10.9 12.7 32.7 2.4 1.8 0.6

50歳代 165 140 48 29 9 19 29 17 30 35 4 - 3
100.0 84.8 29.1 17.6 5.5 11.5 17.6 10.3 18.2 21.2 2.4 - 1.8

60歳代 248 219 60 84 14 41 49 35 53 35 5 2 4
100.0 88.3 24.2 33.9 5.6 16.5 19.8 14.1 21.4 14.1 2.0 0.8 1.6

70歳以上 229 205 19 99 7 43 81 39 33 13 1 2 8
100.0 89.5 8.3 43.2 3.1 18.8 35.4 17.0 14.4 5.7 0.4 0.9 3.5

性
別

年
代
別
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【問10】あなたが、市政に参画する機会があった場合、どれに参画したいと思いますか。 

（○は３つまで） 

 

市政に参画する機会があった場合、どれに参画したいと思うかについては、「参画したいとは

思わない」が 38.5％と最も高く、次いで「市が実施するさまざまなアンケート調査に回答した

い」が 36.8％、「市が実施する各種事業の住民説明会に参加したい」が 15.7％の順となっていま

す。 

性別ごとにみると、「参画したいとは思わない」と回答した割合は「男性」34.2％に比べて

「女性」42.5％の方が割合は高くなっています。 

年代別にみると、「参画したいとは思わない」と回答した割合が「20歳未満」「20歳代」「30歳

代」「70歳以上」で最も高く、「40歳代」から「60歳代」まででも 2位となっています。 

前回調査と比較すると、「市が実施する各種事業の住民説明会に参加したい」は 4.1ポイン

ト、「参画したいとは思わない」は 2.1ポイント増加しています。 

 

 

  

(※) ｢市の各種計画策定時の意見交換会などに参画したい｣は、前回調査(R4)の｢市の各種計画
策定時のワークショップや市民まちづくり集会などで参画したい｣と比較を行っている

36.8

5.6

9.4

9.5

15.7

7.9

38.5

2.3

5.9

36.1

5.2

9.0

12.0

11.6

9.4

36.4

0.9

10.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市が実施するさまざまな

アンケート調査に回答したい

公募による審議会などに委員として参画したい

パブリックコメント制度（意見公募手続）を

通して意見や提言をしたい

市の各種計画策定時の

意見交換会などに参画したい(※)

市が実施する

各種事業の住民説明会に参加したい

イベントやさまざまな事業の

実行委員として参画したい

参画したいとは思わない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)（n=822）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

市
が
実
施
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ン

ケ
ー

ト
調
査
に
回
答
し
た
い

公
募
に
よ
る
審
議
会
な
ど
に
委
員

と
し
て
参
画
し
た
い

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
（

意

見
公
募
手
続
）

を
通
し
て
意
見
や

提
言
を
し
た
い

市
の
各
種
計
画
策
定
時
の
意
見
交

換
会
な
ど
に
参
画
し
た
い

市
が
実
施
す
る
各
種
事
業
の
住
民

説
明
会
に
参
加
し
た
い

イ
ベ
ン
ト
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の

実
行
委
員
と
し
て
参
画
し
た
い

参
画
し
た
い
と
は
思
わ
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 418 63 107 108 178 90 437 26 67

 100.0 36.8 5.6 9.4 9.5 15.7 7.9 38.5 2.3 5.9

男性 524 209 45 56 72 100 45 179 6 25
100.0 39.9 8.6 10.7 13.7 19.1 8.6 34.2 1.1 4.8

女性 590 199 17 49 36 75 44 251 19 41
100.0 33.7 2.9 8.3 6.1 12.7 7.5 42.5 3.2 6.9

回答したくない 17 8 1 2 - 3 1 5 1 1
100.0 47.1 5.9 11.8 - 17.6 5.9 29.4 5.9 5.9

20歳未満 106 31 4 10 3 6 12 57 - 6
100.0 29.2 3.8 9.4 2.8 5.7 11.3 53.8 - 5.7

20歳代 95 35 7 12 10 7 12 39 - 2
100.0 36.8 7.4 12.6 10.5 7.4 12.6 41.1 - 2.1

30歳代 125 41 8 14 10 17 11 60 - -
100.0 32.8 6.4 11.2 8.0 13.6 8.8 48.0 - -

40歳代 165 76 12 20 19 19 13 53 8 4
100.0 46.1 7.3 12.1 11.5 11.5 7.9 32.1 4.8 2.4

50歳代 165 62 8 20 14 26 13 61 2 8
100.0 37.6 4.8 12.1 8.5 15.8 7.9 37.0 1.2 4.8

60歳代 248 95 14 21 28 50 17 83 9 15
100.0 38.3 5.6 8.5 11.3 20.2 6.9 33.5 3.6 6.0

70歳以上 229 77 10 10 24 53 12 83 7 32
100.0 33.6 4.4 4.4 10.5 23.1 5.2 36.2 3.1 14.0

性
別

年
代
別
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【問11】あなたはコミュニティ活動やボランティア活動など、今後、参加してみたい活動が

ありますか。 （「今後の参加意向」の項目ごとに〇は１つずつ） 

 

今後、参加してみたい活動※1としては、「地域の緑化、清掃などの環境美化活動」が 62.0％と

最も高く、次いで「保健に関する活動（健康教室、献血活動など）」が 55.6％、「子育てに関する

活動（託児、子育て相談サークルなど）」が 53.4％となっています。 
 
※1「参加したい」若しくは「参加してもよい」と回答した人 

 

 

 

10.8

7.2

7.8

8.6

7.8

7.8

11.5

11.1

7.4

5.8

3.0

0.7

51.2

44.2

31.6

36.4

44.0

39.5

41.9

44.5

38.3

41.5

24.3

8.7

26.8

36.6

47.8

42.3

36.6

39.7

34.0

31.9

41.2

40.2

60.0

12.8

11.2

12.0

12.8

12.7

11.6

13.0

12.7

12.5

13.0

12.5

12.7

77.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の緑化、清掃などの環境美化活動

交通安全、防犯、防災活動

市民体育大会などのスポーツ活動

郷土の伝統芸能や文化財の保護活動

高齢者に関する活動

（移動支援、見守り活動など）

障がいのある人に関する活動

（手話や音読、外出支援など）

子ども・子育てに関する活動

（子育て相談やサークル、子ども食堂など）

保健に関する活動

（健康教室、献血活動など）

青少年の育成活動

（悩み相談や交流、子ども会活動など）

人権が尊重されるまちづくりに関する活動

市が主催する

委員会や審議会へ委員として参加

その他

参加したい 参加してもよい 参加したくない 無回答全体（n=1,135） 凡例
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【問12】あなたが市役所（振興局、振興センター含む）の窓口対応で、改善が必要と感じるも

のはどれですか。（○は３つまで） 

 

市役所（振興局、振興センター含む）の窓口対応について、改善が必要と感じるものとして

は、「書類の記入項目の削減」が 26.9％と最も高く、次いで「オンライン手続きの拡大」が

26.3％、「待ち時間の短縮」が 26.1％の順となっています。 

性別ごとにみると、男性は「待ち時間の短縮」と「オンライン手続きの拡大」が最も高く、女

性は「書類の記入項目の削減」が最も高くなっています。 

年代別にみると、「20歳未満」は「待ち時間の短縮」、「20歳代」から「40歳代」までは「オン

ライン手続きの拡大」、「50歳代」から「70歳以上」までは「書類の記入項目の削減」の割合が

最も高くなっています。 

 

 

  

26.1

15.3

26.3

9.1

5.5

17.8

22.1

26.9

7.8

9.7

15.2

13.6

3.0

12.2

0% 10% 20% 30% 40%

待ち時間の短縮

開庁時間の延長

オンライン手続きの拡大

キャッシュレスサービスの拡大

休憩スペースの設置

窓口職員の説明力

窓口職員の丁寧な対応

書類の記入項目の削減

書類の文字の大きさ

庁舎内案内の充実

（行きたい部署の場所がわかりにくい）

担当部署の明示

（行きたい部署がどの部署かがわかりにくい）

窓口の一本化

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

待
ち
時
間
の
短
縮

開
庁
時
間
の
延
長

オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
の
拡
大

キ
ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス
サ
ー

ビ
ス
の
拡
大

休
憩
ス
ペ
ー

ス
の
設
置

窓
口
職
員
の
説
明
力

窓
口
職
員
の
丁
寧
な
対
応

書
類
の
記
入
項
目
の
削
減

書
類
の
文
字
の
大
き
さ

庁
舎
内
案
内
の
充
実
（

行
き
た
い
部

署
の
場
所
が
わ
か
り
に
く
い
）

担
当
部
署
の
明
示
（

行
き
た
い
部
署

が
ど
の
部
署
か
が
わ
か
り
に
く
い
）

窓
口
の
一
本
化

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 296 174 299 103 62 202 251 305 89 110 173 154 34 139

 100.0 26.1 15.3 26.3 9.1 5.5 17.8 22.1 26.9 7.8 9.7 15.2 13.6 3.0 12.2

男性 524 146 86 146 53 13 92 117 144 39 52 83 83 18 62
100.0 27.9 16.4 27.9 10.1 2.5 17.6 22.3 27.5 7.4 9.9 15.8 15.8 3.4 11.8

女性 590 143 84 149 50 44 107 128 157 49 56 87 69 14 76
100.0 24.2 14.2 25.3 8.5 7.5 18.1 21.7 26.6 8.3 9.5 14.7 11.7 2.4 12.9

回答したくない 17 6 3 3 - 3 3 5 4 - 1 2 2 1 1
100.0 35.3 17.6 17.6 - 17.6 17.6 29.4 23.5 - 5.9 11.8 11.8 5.9 5.9

20歳未満 106 37 20 27 13 6 11 17 20 3 13 14 5 1 14
100.0 34.9 18.9 25.5 12.3 5.7 10.4 16.0 18.9 2.8 12.3 13.2 4.7 0.9 13.2

20歳代 95 27 17 41 12 10 9 14 24 5 14 19 14 2 4
100.0 28.4 17.9 43.2 12.6 10.5 9.5 14.7 25.3 5.3 14.7 20.0 14.7 2.1 4.2

30歳代 125 33 23 55 17 6 22 25 35 1 10 19 17 5 7
100.0 26.4 18.4 44.0 13.6 4.8 17.6 20.0 28.0 0.8 8.0 15.2 13.6 4.0 5.6

40歳代 165 39 33 64 29 6 35 47 41 5 12 28 14 11 10
100.0 23.6 20.0 38.8 17.6 3.6 21.2 28.5 24.8 3.0 7.3 17.0 8.5 6.7 6.1

50歳代 165 35 29 42 17 9 26 40 47 12 9 20 27 6 24
100.0 21.2 17.6 25.5 10.3 5.5 15.8 24.2 28.5 7.3 5.5 12.1 16.4 3.6 14.5

60歳代 248 66 35 57 14 13 54 48 74 24 27 31 39 5 31
100.0 26.6 14.1 23.0 5.6 5.2 21.8 19.4 29.8 9.7 10.9 12.5 15.7 2.0 12.5

70歳以上 229 59 17 13 1 11 45 60 64 38 24 41 38 4 49
100.0 25.8 7.4 5.7 0.4 4.8 19.7 26.2 27.9 16.6 10.5 17.9 16.6 1.7 21.4

性
別

年
代
別
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４）福祉 

【問13】あなたは、今後の日田市の少子化対策としてどのようなことが特に重要だと思いま

すか。（○は３つまで） 

 

今後の日田市の少子化対策として、どのようなことが特に重要だと思うかについては、「賃

金、休暇などの労働条件の良い職場の確保」が 56.7％と最も高く、次いで「子育てに伴う経済的

負担の軽減」が 44.4％、「子育てしやすい職場環境の整備」が 35.6％の順となっています。 

年代別にみると、「20歳未満」を除くすべての年代で「賃金、休暇などの労働条件の良い職場

の確保」が最も高く、「20歳未満」は、「子育てに伴う経済的負担の軽減」が最も高くなっていま

す。 
 

 

  

56.7

20.0

21.4

5.5

4.1

15.3

24.0

13.9

35.6

44.4

7.1

2.7

5.0

0% 20% 40% 60% 80%

賃金、休暇などの労働条件の良い職場の確保

多様な職種の確保

結婚に対する支援

妊娠・出産に関する情報提供

乳幼児の保健指導や育児相談の充実

周産期、小児科などの医療体制の整備

子どもが遊べる場所（屋内・屋外）の整備

教育環境の整備

子育てしやすい職場環境の整備

子育てに伴う経済的負担の軽減

女性の活躍促進

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

賃
金
、

休
暇
な
ど
の
労
働
条
件

の
良
い
職
場
の
確
保

多
様
な
職
種
の
確
保

結
婚
に
対
す
る
支
援

妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
情
報
提

供 乳
幼
児
の
保
健
指
導
や
育
児
相

談
の
充
実

周
産
期
、

小
児
科
な
ど
の
医
療

体
制
の
整
備

子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
（

屋

内
・
屋
外
）

の
整
備

教
育
環
境
の
整
備

子
育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
の

整
備

子
育
て
に
伴
う
経
済
的
負
担
の

軽
減

女
性
の
活
躍
促
進

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 643 227 243 62 46 174 272 158 404 504 81 31 57

 100.0 56.7 20.0 21.4 5.5 4.1 15.3 24.0 13.9 35.6 44.4 7.1 2.7 5.0

男性 524 311 116 127 30 16 80 113 67 165 253 30 14 28
100.0 59.4 22.1 24.2 5.7 3.1 15.3 21.6 12.8 31.5 48.3 5.7 2.7 5.3

女性 590 322 104 112 32 30 92 156 90 227 243 49 14 28
100.0 54.6 17.6 19.0 5.4 5.1 15.6 26.4 15.3 38.5 41.2 8.3 2.4 4.7

回答したくない 17 7 5 4 - - 2 2 1 10 5 2 3 1
100.0 41.2 29.4 23.5 - - 11.8 11.8 5.9 58.8 29.4 11.8 17.6 5.9

20歳未満 106 47 19 23 13 3 14 24 18 29 58 3 2 7
100.0 44.3 17.9 21.7 12.3 2.8 13.2 22.6 17.0 27.4 54.7 2.8 1.9 6.6

20歳代 95 59 14 29 10 3 17 20 6 40 53 3 2 2
100.0 62.1 14.7 30.5 10.5 3.2 17.9 21.1 6.3 42.1 55.8 3.2 2.1 2.1

30歳代 125 78 20 21 10 3 27 38 10 47 63 10 7 1
100.0 62.4 16.0 16.8 8.0 2.4 21.6 30.4 8.0 37.6 50.4 8.0 5.6 0.8

40歳代 165 90 31 22 9 8 33 61 31 54 81 6 3 3
100.0 54.5 18.8 13.3 5.5 4.8 20.0 37.0 18.8 32.7 49.1 3.6 1.8 1.8

50歳代 165 100 39 35 8 5 25 34 24 60 69 14 4 5
100.0 60.6 23.6 21.2 4.8 3.0 15.2 20.6 14.5 36.4 41.8 8.5 2.4 3.0

60歳代 248 147 52 60 7 12 43 54 40 98 99 22 2 11
100.0 59.3 21.0 24.2 2.8 4.8 17.3 21.8 16.1 39.5 39.9 8.9 0.8 4.4

70歳以上 229 120 51 53 5 12 15 41 29 75 80 23 11 28
100.0 52.4 22.3 23.1 2.2 5.2 6.6 17.9 12.7 32.8 34.9 10.0 4.8 12.2

性
別

年
代
別
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◆18歳～34歳（子育て世代）の方にお伺いします。 

【問13－１】あなたは、結婚したいと思いますか。（○は１つだけ） 

 

結婚したいと思うかについては、「結婚したい」が 39.3％と最も高く、次いで「すでに結婚し

ている」が 25.9％、「わからない」が 19.8％の順となっています。 

性別ごとにみると、男性、女性ともに「結婚したい」の割合が最も高いものの、男性は女性に

比べ 8.6ポイント高くなっています。 

年代別にみると、「20歳未満」と「20歳代」で「結婚したい」の割合が最も高く、「30歳代」

は、「すでに結婚している」が最も高くなっています。 
 

 
 

 

 

  

結婚したい

39.3%

結婚

したくない

10.5%

すでに

結婚している

25.9%

わからない

19.8%

その他

0.8%

無回答

3.6%

全体（n=247）

 全体（n=247）

 男性（n=102）

 女性（n=137）

 20歳未満（n=68）

 20歳代（n=93）

 30歳代（n=86）

 回答したくない
（n=8）

45.1

36.5

12.5

6.9

11.7

37.5

25.5

27.0

12.5

21.6

17.5

37.5

1.5

1.0

5.8

39.3 10.5 25.9 19.8

0.8

3.6

性
別

48.5

53.8

16.3

8.8

12.9

9.3

19.4

53.5

36.8

14.0

12.8

2.3

5.9

5.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年
代
別

結婚したい 結婚したくない
すでに

結婚している わからない その他 無回答凡例
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◆18歳～34歳（子育て世代）の方にお伺いします。 

【問13－２】あなたの理想の子どもの人数は何人ですか。（○は１つだけ） 

 

理想の子どもの人数については、「２人」が 39.7％と最も高く、次いで「わからない」が

20.2％、「３人」が 19.0％の順となっています。 

性別ごとにみると、男性、女性ともに「２人」が最も高くなっています。 

年代別にみると、「20歳未満」で「わからない」が最も高く、「20歳代」と「30歳代」で 

「２人」が最も高くなっています。 
 

 
 

 

 

１人

5.7%

２人

39.7%

３人

19.0%

４人

2.8%

５人以上

1.2%

持ちたくない・

ほしくない

8.1%

わからない

20.2%

その他

0.0%

無回答

3.2%

全体（n=247）

 全体（n=247）

 男性（n=102）

 女性（n=137）

 20歳未満（n=68）

 20歳代（n=93）

 30歳代（n=86）

 回答したくない
（n=8）

6.9

5.1

39.2

41.6

12.5

22.5

16.8

12.5

1.0

4.4

2.0

0.7

6.9

9.5

19.6

18.2

62.5

2.0

3.6

12.5

5.7 39.7 19.0 2.8

1.2

8.1 20.2 3.2

性
別

5.9

6.5

4.7

30.9

43.0

43.0

11.8

21.5

22.1

2.9

2.2

3.5

1.1

2.3

2.9

12.9

7.0

39.7

12.9

12.8

5.9

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

年
代
別

１
人

２
人

３
人

４
人

５
人
以
上

持
ち
た
く
な
い

・
ほ
し
く
な
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答凡例
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【問14】高齢者・障がい者が安心して暮らすためには、どのようなことが特に重要だと思いま

すか。（○は２つまで） 

 

高齢者・障がい者が安心して暮らすために、どのようなことが特に重要だと思うかについて

は、「在宅福祉サービスの充実」が 31.4％と最も高く、次いで「ホームヘルパーなどの福祉に携

わる人材の育成」が 28.9％、「移動支援の確保」が 27.8％の順となっています。 

性別ごとにみると、男性、女性ともに「在宅福祉サービスの充実」が最も高くなっています。 

年代別にみると、「20歳未満」と「40歳代」で「ホームヘルパーなどの福祉に携わる人材の育

成」、「20歳代」で「在宅福祉サービスの充実」「移動支援の確保」、「30歳代」「50歳代」で「在

宅福祉サービスの充実」、「60歳代」で「移動支援の確保」、「70歳以上」で「地域での交流活

動、声かけや見守り活動の実施」がそれぞれ最も高くなっています。 

 

 

  

20.3

24.3

17.9

31.4

28.9

10.3

27.8

5.3

5.3

2.8

0% 10% 20% 30% 40%

ボランティアや地域福祉を担う人材の育成

地域での交流活動、声かけや見守り活動の実施

相談窓口の充実

在宅福祉サービスの充実

ホームヘルパーなどの福祉に携わる人材の育成

集いの場の確保

移動支援の確保

わからない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
地
域
福
祉
を

担
う
人
材
の
育
成

地
域
で
の
交
流
活
動
、

声
か
け

や
見
守
り
活
動
の
実
施

相
談
窓
口
の
充
実

在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど
の
福
祉

に
携
わ
る
人
材
の
育
成

集
い
の
場
の
確
保

移
動
支
援
の
確
保

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 230 276 203 356 328 117 315 60 60 32

 100.0 20.3 24.3 17.9 31.4 28.9 10.3 27.8 5.3 5.3 2.8

男性 524 121 134 92 147 136 60 144 32 25 15
100.0 23.1 25.6 17.6 28.1 26.0 11.5 27.5 6.1 4.8 2.9

女性 590 107 138 107 201 187 57 165 26 34 16
100.0 18.1 23.4 18.1 34.1 31.7 9.7 28.0 4.4 5.8 2.7

回答したくない 17 1 4 3 8 3 - 4 2 1 1
100.0 5.9 23.5 17.6 47.1 17.6 - 23.5 11.8 5.9 5.9

20歳未満 106 18 28 12 24 32 14 25 11 4 5
100.0 17.0 26.4 11.3 22.6 30.2 13.2 23.6 10.4 3.8 4.7

20歳代 95 23 19 15 31 23 12 31 8 2 -
100.0 24.2 20.0 15.8 32.6 24.2 12.6 32.6 8.4 2.1 -

30歳代 125 30 26 19 42 39 18 28 8 5 3
100.0 24.0 20.8 15.2 33.6 31.2 14.4 22.4 6.4 4.0 2.4

40歳代 165 35 27 25 63 67 18 49 3 7 3
100.0 21.2 16.4 15.2 38.2 40.6 10.9 29.7 1.8 4.2 1.8

50歳代 165 27 40 33 68 51 10 46 3 15 3
100.0 16.4 24.2 20.0 41.2 30.9 6.1 27.9 1.8 9.1 1.8

60歳代 248 51 65 55 64 63 28 75 13 17 5
100.0 20.6 26.2 22.2 25.8 25.4 11.3 30.2 5.2 6.9 2.0

70歳以上 229 46 71 43 64 52 17 60 14 10 13
100.0 20.1 31.0 18.8 27.9 22.7 7.4 26.2 6.1 4.4 5.7

性
別

年
代
別
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５）産業振興 

【問15】日田市の産業振興のために、どのようなことが特に重要だと思いますか。 

（○は２つまで） 

 

日田市の産業振興のために、どのようなことが特に重要だと思うかについては、「就労しやす

い労働環境の整備」が 38.2％と最も高く、次いで「企業誘致施策の推進」が 28.6％、「日田市の

特性にあった新たなビジネスモデルの創出」が 27.9％の順となっています。 

性別ごとにみると、「就労しやすい労働環境の整備」と回答した割合は、「女性」が 43.4％で

「男性」の 32.3％と比較して 11.1ポイント高くなっています。 

年代別にみると、「70歳以上」を除く年代で、「就労しやすい労働環境の整備」と回答した割合

が最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、「豊かな自然環境の活用」が約 5ポイント減少しています。一方、「日

田市の特性にあった新たなビジネスモデルの創出」が約 5ポイント増加しています。 

 

 

  

(※1)

(※2)

｢就労しやすい労働環境の整備｣｢人材の確保と育成｣はそれぞれ、前回調査(R4)の
｢労働環境の整備(ワークライフバランスの推進など)｣｢後継者・担い手の育成や確保｣と
比較を行っている

｢販路を確保、拡大する取組｣は今回調査（R6)で追加した選択肢

17.2

11.3

27.9

3.8

28.6

38.2

24.1

6.3

8.1

1.9

3.8

22.4

9.7

22.7

5.4

23.7

16.5

40.0

9.5

1.1

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%

豊かな自然環境の活用

経営基盤の安定強化策の推進

（資金融資制度など）

日田市の特性にあった

新たなビジネスモデルの創出

創業の促進

企業誘致施策の推進

就労しやすい労働環境の整備(※1)

人材の確保と育成(※1)

販路を確保、拡大する取組(※2)

わからない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)（n=822）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

豊
か
な
自
然
環
境
の
活
用

経
営
基
盤
の
安
定
強
化
策
の
推

進
（

資
金
融
資
制
度
な
ど
）

日
田
市
の
特
性
に
あ
っ

た
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
創
出

創
業
の
促
進

企
業
誘
致
施
策
の
推
進

就
労
し
や
す
い
労
働
環
境
の
整

備 人
材
の
確
保
と
育
成

販
路
を
確
保
、

拡
大
す
る
取
組

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 195 128 317 43 325 434 274 71 92 21 43

 100.0 17.2 11.3 27.9 3.8 28.6 38.2 24.1 6.3 8.1 1.9 3.8

男性 524 93 64 164 21 169 169 136 42 37 9 17
100.0 17.7 12.2 31.3 4.0 32.3 32.3 26.0 8.0 7.1 1.7 3.2

女性 590 99 61 148 22 154 256 136 28 52 10 25
100.0 16.8 10.3 25.1 3.7 26.1 43.4 23.1 4.7 8.8 1.7 4.2

回答したくない 17 3 3 5 - 1 8 2 - 2 1 1
100.0 17.6 17.6 29.4 - 5.9 47.1 11.8 - 11.8 5.9 5.9

20歳未満 106 26 10 22 2 16 37 27 6 18 - 5
100.0 24.5 9.4 20.8 1.9 15.1 34.9 25.5 5.7 17.0 - 4.7

20歳代 95 27 17 25 2 23 38 21 6 8 1 -
100.0 28.4 17.9 26.3 2.1 24.2 40.0 22.1 6.3 8.4 1.1 -

30歳代 125 17 12 26 4 30 69 37 7 10 - 2
100.0 13.6 9.6 20.8 3.2 24.0 55.2 29.6 5.6 8.0 - 1.6

40歳代 165 24 14 53 4 53 69 46 10 12 4 4
100.0 14.5 8.5 32.1 2.4 32.1 41.8 27.9 6.1 7.3 2.4 2.4

50歳代 165 22 21 54 13 57 68 39 10 5 3 3
100.0 13.3 12.7 32.7 7.9 34.5 41.2 23.6 6.1 3.0 1.8 1.8

60歳代 248 33 33 66 11 84 90 53 19 19 8 6
100.0 13.3 13.3 26.6 4.4 33.9 36.3 21.4 7.7 7.7 3.2 2.4

70歳以上 229 46 21 71 7 61 63 51 13 19 5 23
100.0 20.1 9.2 31.0 3.1 26.6 27.5 22.3 5.7 8.3 2.2 10.0

性
別

年
代
別
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６）生活基盤 

【問16】あなたが日田市内における生活基盤について、改善が必要と感じているものはどれ

ですか。（○は２つまで） 

 

日田市内における生活基盤で、改善が必要と感じているものについては、「公共交通などの運

転しない人の移動手段の確保」が 59.5％と最も高く、次いで「防災対策の整備状況」が

31.5％、「市内道路の整備状況」が 30.3％の順となっています。 

年代別にみると、全ての年代で「公共交通などの運転しない人の移動手段の確保」と回答した

割合が最も高くなっています。 

 

 

  

30.3

59.5

10.3

7.2

10.1

31.5

5.1

4.0

3.9

0% 20% 40% 60% 80%

市内道路の整備状況

公共交通などの

運転しない人の移動手段の確保

公園の整備状況

市内公共施設のバリアフリー化

景観に配慮したまちなみの整備状況

防災対策の整備状況

特に改善は必要と感じない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

市
内
道
路
の
整
備
状
況

公
共
交
通
な
ど
の
運
転
し
な
い

人
の
移
動
手
段
の
確
保

公
園
の
整
備
状
況

市
内
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー

化

景
観
に
配
慮
し
た
ま
ち
な
み
の

整
備
状
況

防
災
対
策
の
整
備
状
況

特
に
改
善
は
必
要
と
感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 344 675 117 82 115 357 58 45 44

 100.0 30.3 59.5 10.3 7.2 10.1 31.5 5.1 4.0 3.9

男性 524 182 286 51 29 72 174 28 17 23
100.0 34.7 54.6 9.7 5.5 13.7 33.2 5.3 3.2 4.4

女性 590 156 381 66 50 41 175 30 26 19
100.0 26.4 64.6 11.2 8.5 6.9 29.7 5.1 4.4 3.2

回答したくない 17 5 5 - 3 2 6 - 2 2
100.0 29.4 29.4 - 17.6 11.8 35.3 - 11.8 11.8

20歳未満 106 31 43 13 8 11 28 12 3 5
100.0 29.2 40.6 12.3 7.5 10.4 26.4 11.3 2.8 4.7

20歳代 95 38 62 6 8 12 24 7 2 -
100.0 40.0 65.3 6.3 8.4 12.6 25.3 7.4 2.1 -

30歳代 125 37 62 28 7 9 43 8 8 2
100.0 29.6 49.6 22.4 5.6 7.2 34.4 6.4 6.4 1.6

40歳代 165 57 85 26 15 21 50 6 10 3
100.0 34.5 51.5 15.8 9.1 12.7 30.3 3.6 6.1 1.8

50歳代 165 47 105 12 8 9 55 5 10 6
100.0 28.5 63.6 7.3 4.8 5.5 33.3 3.0 6.1 3.6

60歳代 248 84 170 19 11 21 94 7 7 9
100.0 33.9 68.5 7.7 4.4 8.5 37.9 2.8 2.8 3.6

70歳以上 229 49 147 13 25 32 62 13 5 19
100.0 21.4 64.2 5.7 10.9 14.0 27.1 5.7 2.2 8.3

性
別

年
代
別
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７）教育・文化 

【問17】小・中学校の教育において、どのようなことに力を注いでいく必要があると思いま

すか。（○は3つまで） 

 

小・中学校の教育で、どのようなことに力を注いでいく必要があると思うかについては、「人

権・道徳教育、体験・文化活動の充実（豊かな心を育てる取組など）」が 38.0％と最も高く、次

いで「学力の定着・向上の推進（分かりやすい授業づくりなど）」が 35.8％、「対話などのコミュ

ニケーション能力の育成」が 33.7％の順となっています。 

性別ごとにみると、「人権・道徳教育、体験・文化活動の充実（豊かな心を育てる取組など）」

と回答した割合は、「女性」が 40.8％で「男性」の 34.7％と比較して 6.1ポイント高くなってい

ます。 

年代別にみると、「20歳未満」「20歳代」「40歳代（同率）」「50歳代」で「学力の定着・向上

の推進（分かりやすい授業づくりなど）」、「30歳代」「40歳代（同率）」で「対話などのコミュニ

ケーション能力の育成」が最も高くなっています。「40歳代（同率）」「60歳代」「70歳以上」で

「人権・道徳教育、体験・文化活動の充実（豊かな心を育てる取組など）」が最も高くなってい

ます。 

前回調査と比較すると、「キャリア教育の推進（将来の進路や職業、生き方について考える取

組など）」が 3.0ポイント増加しています。 

 

(※) ｢対話などのコミュニケーション能力の育成｣｢あらたなものをつくりだす創造力の育成｣
は今回調査（R6)で追加した選択肢

35.8

38.0

31.8

15.1

11.8

20.5

13.7

20.0

33.7

13.2

4.2

3.5

4.5

45.1

41.2

34.2

17.0

12.0

17.5

18.4

19.8

7.4

2.1

10.6

0% 20% 40% 60%

学力の定着・向上の推進

（分かりやすい授業づくりなど）

人権・道徳教育、体験・文化活動の充実

（豊かな心を育てる取組など）

自分のことを大切に思える感情の育成

スポーツ活動の充実

（体力向上や健康教育の推進など）

防災教育の推進

（自分の身は自分で守る意識づくりなど）

キャリア教育の推進（将来の進路や

職業、生き方について考える取組など）

ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した教育の推進

（タブレット端末の利活用など）

ふるさと日田の良さを改めて見直す活動の充実

（歴史、文化、伝統など）

対話などのコミュニケーション能力の育成(※)

あらたなものをつくりだす創造力の育成(※)

わからない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)（n=822）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

学
力
の
定
着
・
向
上
の
推
進
（

分
か
り
や
す
い

授
業
づ
く
り
な
ど
）

人
権
・
道
徳
教
育
、

体
験
・
文
化
活
動
の
充
実

（

豊
か
な
心
を
育
て
る
取
組
な
ど
）

自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
え
る
感
情
の
育
成

ス
ポ
ー

ツ
活
動
の
充
実
（

体
力
向
上
や
健
康
教

育
の
推
進
な
ど
）

防
災
教
育
の
推
進
（

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

意
識
づ
く
り
な
ど
）

キ
ャ

リ
ア
教
育
の
推
進
（

将
来
の
進
路
や
職

業
、

生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る
取
組
な
ど
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（

情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
教
育

の
推
進
（

タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
利
活
用
な
ど
）

ふ
る
さ
と
日
田
の
良
さ
を
改
め
て
見
直
す
活
動

の
充
実
（

歴
史
、

文
化
、

伝
統
な
ど
）

対
話
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
能
力
の
育

成 あ
ら
た
な
も
の
を
つ
く
り
だ
す
創
造
力
の
育
成

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 406 431 361 171 134 233 155 227 382 150 48 40 51

 100.0 35.8 38.0 31.8 15.1 11.8 20.5 13.7 20.0 33.7 13.2 4.2 3.5 4.5

男性 524 192 182 144 95 60 102 78 122 149 75 27 18 24
100.0 36.6 34.7 27.5 18.1 11.5 19.5 14.9 23.3 28.4 14.3 5.2 3.4 4.6

女性 590 212 241 213 74 72 126 73 103 223 71 20 20 24
100.0 35.9 40.8 36.1 12.5 12.2 21.4 12.4 17.5 37.8 12.0 3.4 3.4 4.1

回答したくない 17 1 6 4 1 2 4 4 2 9 3 1 2 2
100.0 5.9 35.3 23.5 5.9 11.8 23.5 23.5 11.8 52.9 17.6 5.9 11.8 11.8

20歳未満 106 47 22 30 26 8 19 23 14 30 16 6 6 4
100.0 44.3 20.8 28.3 24.5 7.5 17.9 21.7 13.2 28.3 15.1 5.7 5.7 3.8

20歳代 95 38 31 37 20 11 23 19 19 25 6 2 3 1
100.0 40.0 32.6 38.9 21.1 11.6 24.2 20.0 20.0 26.3 6.3 2.1 3.2 1.1

30歳代 125 41 52 51 21 15 31 17 24 53 10 1 5 2
100.0 32.8 41.6 40.8 16.8 12.0 24.8 13.6 19.2 42.4 8.0 0.8 4.0 1.6

40歳代 165 62 62 58 31 20 52 29 31 62 17 3 5 6
100.0 37.6 37.6 35.2 18.8 12.1 31.5 17.6 18.8 37.6 10.3 1.8 3.0 3.6

50歳代 165 69 46 53 20 19 39 22 28 61 29 5 10 4
100.0 41.8 27.9 32.1 12.1 11.5 23.6 13.3 17.0 37.0 17.6 3.0 6.1 2.4

60歳代 248 80 110 72 28 33 45 29 61 92 40 12 8 7
100.0 32.3 44.4 29.0 11.3 13.3 18.1 11.7 24.6 37.1 16.1 4.8 3.2 2.8

70歳以上 229 69 107 60 25 28 24 16 50 59 31 19 3 26
100.0 30.1 46.7 26.2 10.9 12.2 10.5 7.0 21.8 25.8 13.5 8.3 1.3 11.4

性
別

年
代
別
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８）環境 

【問18】自然環境を保護し、緑豊かなまちをつくるために、どのようなことが特に重要だと

思いますか。（○は２つまで） 

 

自然環境を保護し、緑豊かなまちをつくるために、どのようなことが特に重要だと思うかにつ

いては、「水辺環境や田園景観の保全」が 22.9％と最も高く、次いで「ごみの不法投棄への監視

強化」が 21.2％、「河川環境の保全」が 21.1％の順となっています。 

性別ごとにみると、「樹林地や里山、農地を保全するためのルールづくり」と回答した割合

は、「男性」が 24.6％で「女性」の 16.8％と比較して 7.8ポイント高くなっています。 

年代別にみると、「20歳未満」「20歳代」で「ごみの不法投棄への監視強化」が最も高くなっ

ています。「30歳代」「50歳代」で「水辺環境や田園景観の保全」が最も高くなっています。ま

た、「40歳代」でも「水辺環境や田園景観の保全」と「河川環境の保全」が同率で最も高くなっ

ています。「60歳代」では「地球温暖化対策に関する意識の啓発」、「70歳代」では「樹林地や里

山、農地を保全するためのルールづくり」が最も高くなっています。 

前回調査と比較すると、「水辺環境や田園景観の保全」が 6.7ポイント、「樹林地や里山、農地

を保全するためのルールづくり」が 5.6ポイント、「河川環境の保全」が 5.4ポイント、それぞ

れ増加しています。 

 

(※) ｢地球温暖化対策に関する意識の啓発｣は、前回調査(R4)の｢地球温暖化対策に関するこ
と｣と比較を行っている
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20.4

20.8

21.2

10.1

21.1

13.9

9.6

1.4

19.8

4.5

4.9

3.0

16.2

14.8

19.2

21.9

12.5

15.7

10.9

6.6

0.5

18.7

7.5

1.5

1.7

0% 10% 20% 30%

水辺環境や田園景観の保全

樹林地や里山、農地を保全するための

ルールづくり

大気、水質、土壌の汚染への対策

ごみの不法投棄への監視強化

家庭や事業所から出るごみの削減

河川環境の保全

幼児期からの環境教育や研修の実施

各家庭における省エネ設備などの導入

（ＬＥＤ照明、省エネ家電など）

筑後川流域圏住民との交流

地球温暖化対策に関する意識の啓発(※)

わからない

その他

無回答

今回調査(Ｒ６)（n=1,135）

前回調査(Ｒ４)（n=822）
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単位：
　上段=人
　下段=％

サ
ン
プ
ル
数

水
辺
環
境
や
田
園
景
観
の
保
全

樹
林
地
や
里
山
、

農
地
を
保
全
す
る
た
め

の
ル
ー

ル
づ
く
り

大
気
、

水
質
、

土
壌
の
汚
染
へ
の
対
策

ご
み
の
不
法
投
棄
へ
の
監
視
強
化

家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の
削
減

河
川
環
境
の
保
全

幼
児
期
か
ら
の
環
境
教
育
や
研
修
の
実
施

各
家
庭
に
お
け
る
省
エ
ネ
設
備
な
ど
の
導

入
（

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、

省
エ
ネ
家
電
な
ど
）

筑
後
川
流
域
圏
住
民
と
の
交
流

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
意
識
の
啓
発

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

　全体 1,135 260 232 236 241 115 239 158 109 16 225 51 56 34

 100.0 22.9 20.4 20.8 21.2 10.1 21.1 13.9 9.6 1.4 19.8 4.5 4.9 3.0

男性 524 131 129 107 111 37 123 68 48 9 89 21 25 20
100.0 25.0 24.6 20.4 21.2 7.1 23.5 13.0 9.2 1.7 17.0 4.0 4.8 3.8

女性 590 125 99 126 125 77 114 89 57 6 134 27 28 14
100.0 21.2 16.8 21.4 21.2 13.1 19.3 15.1 9.7 1.0 22.7 4.6 4.7 2.4

回答したくない 17 3 2 3 4 1 2 1 3 1 2 3 2 -
100.0 17.6 11.8 17.6 23.5 5.9 11.8 5.9 17.6 5.9 11.8 17.6 11.8 -

20歳未満 106 18 9 22 29 12 13 22 13 1 18 12 4 4
100.0 17.0 8.5 20.8 27.4 11.3 12.3 20.8 12.3 0.9 17.0 11.3 3.8 3.8

20歳代 95 28 13 28 31 6 20 13 14 - 7 7 2 2
100.0 29.5 13.7 29.5 32.6 6.3 21.1 13.7 14.7 - 7.4 7.4 2.1 2.1

30歳代 125 35 16 27 30 6 27 22 17 1 12 11 8 1
100.0 28.0 12.8 21.6 24.0 4.8 21.6 17.6 13.6 0.8 9.6 8.8 6.4 0.8

40歳代 165 39 31 37 29 20 39 26 13 - 31 7 13 3
100.0 23.6 18.8 22.4 17.6 12.1 23.6 15.8 7.9 - 18.8 4.2 7.9 1.8

50歳代 165 42 36 32 27 21 39 15 18 4 32 2 10 7
100.0 25.5 21.8 19.4 16.4 12.7 23.6 9.1 10.9 2.4 19.4 1.2 6.1 4.2

60歳代 248 53 65 47 45 29 62 39 14 4 67 6 8 7
100.0 21.4 26.2 19.0 18.1 11.7 25.0 15.7 5.6 1.6 27.0 2.4 3.2 2.8

70歳以上 229 44 61 43 49 21 39 21 19 6 58 6 11 10
100.0 19.2 26.6 18.8 21.4 9.2 17.0 9.2 8.3 2.6 25.3 2.6 4.8 4.4

性
別

年
代
別
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